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要約 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
背景 

 
 
少年司法の実務家は、非行少年の扱い方に大きな裁量権を持っている。警察官、地区の

検事、少年裁判所のインテイクオフィサー、少年裁判所や家族裁判所の裁判官、およびそ

の他の公務員は、少年を少年司法システムによって「公的に扱う」べきか、そうではなくシス

テムからプログラムやカウンセリングなどのサービスにダイバートするか、あるいはまったくな

にもしないでおく（少年を完全に解放する）かを、決定することができる。重要な政策上の問

いは、どのような戦略をとれば、少年のための最良のアウトカムが導かれるかである。これは

米国では重要な問いである。しかし、米国以外の多くの国においては、非行少年をフォー

マルに扱うかダイバートするかの決定に関心が持たれている。少年裁判所において、系統

的なやり方で集団を形成してなされる少年のシステム・プロセッシングの効果に関する多く

のランダム化実験がなされてきた。それらは、システム・プロセッシングの決定が少年による

再非行に影響しているという厳密なエビデンスをもたらした。 
 
 
目的 

 
 
われわれの目的は、「少年のシステム・プロセッシングが再非行を減らしているのか」という

問いに答えることである。 
 
 
研究をレビュー対象とするか否かの判断基準 

 
 
レビュー対象とする研究は、次の要件のすべてを満たすものである。(1)参加者への条件の
割り付けにおいて、ランダムなあるいは準ランダムな（たとえば 1つおき）方法を用いている
こと、(2)当該非行について「公的な裁定」を受けていない 17歳以下の非行少年のみを含
むこと、(3)参加者を少年のシステム・プロセッシングを受ける群と受けない群のどちらかに
割り付けること、(4)犯罪行動に関する数量的なアウトカムの測定を少なくとも 1つは含んで
いること。(5)（言語にかかわらず）2008年 7月までに報告されていること。 
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検索の方略 
 
 
適格性の基準を満たした 15の実験が著者らが行った最初のレビューにより特定された。
これら 15の実験を補強するために、われわれは、44の文献データベースの電子検索を
用いた。また、ほかにランダム化された研究があるかどうかを調べるために、50のメタ分析
とレビューのなかの引用文献を調べた。さらには米国以外の研究を特定するために、米国

以外の研究者に連絡をとった。これらの追加的な検索の方策により、本文の確認が必要な

40の研究が見出された。そのうち、適格性の基準を満たしたのは 14の実験であった。わ
れわれの事前のレビューによりみつかった 15の実験とあわせて、これらの追加的な検索
により、最終的に 29の統制実験を得た。 

 
 
データの収集と分析 

 
 
29の実験の各々から、実質的で方法論的な特徴に関するデータを抽出するために、予備

的な手順書を作成した。少年のシステム・プロセッシングに関する各研究において報告さ

れている、最も早く最も長く最も強い効果について、標準化された平均差（Cohenの d）の
効果量を計算した。計算には、Comprehensive Meta-Analysis（バージョン 2）1を使用し

た。サンプルの不均一性を考慮して、効果量の分析は、ランダム効果モデルを仮定して報

告された。報告されている犯罪測定指標（広がり（prevalence）、発生率、重大性、自己申

告）のそれぞれのタイプについて主な効果が分析された。5つの調整変数分析
（moderating analyses）も行われた。 

 
 
 
主な結果 

 
 
対象の研究には、35年以上にわたって報告された 29の実験、7,304名の少年が含まれ
ていた。少年のシステム・プロセッシングは、少なくともこのレポートで示した実験に基づく

エビデンスを考慮すると、犯罪抑制効果を持っていないと思われる。実際には、広がり、発

生率、重大性、自己報告のアウトカムによって測定されたほとんどすべての結果が、犯罪を

増加させていた。これらの結果は、すべての研究で均一ではない。ひとつの重要な調整変

数（moderating variable）は、コントロール群のタイプである。システム・プロセッシングをダ
イバージョン・プログラムと比較した研究では、システム・プロセッシングを何もしないことと

比較した研究に比べて、かなり大きな負の効果量が報告されていた。 
 
 
著者の結論 

 
 
本レポートで示されたエビデンスによれば、少年のシステム・プロセッシングが犯罪抑制

効果を持ってはいないと思われ、すべての測定指標にわたって、むしろ非行を増やすと 
 
 

1     Comprehensive Meta-Analysis (バージョン 2) [コンピュータソフトウェア].  Englewood, NJ:  Biostat. 
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思われる。このことは、広がり、発生率、重大性、自己申告という測定のすべてについてい

えることであった。システム・プロセッシングに伴う追加的な財政的コストを考慮すると（とりわ

け何もしないことと比較した場合に）、また、公共の安全に利益があるというエビデンスがな

いことを考慮すると、少年の扱いに関する政策を当局は見直すべきである。 
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